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Abstract
　 This paper discusses problems with interjections in modern Japanese. First, the documentation 
of interjections was surveyed in 28 diﬀ erent modern Japanese dictionaries so as to determine 
words that are now typically regarded as interjections. Then, from among these, those that had 
particularly unnatural phonetic properties were highlighted, and their respective problems were 
identiﬁ ed. The speciﬁ c classes of interjection considered are as follows: （1） words with unnatural 
tones, such as “mā mā” and “ā, a,” and （2） words ending in sokuon, such as “あっ” and “わっ .” 
The problem with such words is that in the case of （1）, they break an accent rule in Japanese 
that “two high strokes do not appear in the same word,” and in the case of （2）, the terminal 
sokuon as a phoneme has already disappeared in modern Japanese, such that its utterance is 
neither recognized by speakers nor can be an element for discriminating meaning. In this study, 
through phonetic analysis and a diachronic survey of materials, it is indicated that neither （1） 
nor （2） can appropriately be regarded as having existed originally as single-word interjections.
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辞書・版 収録語数 感動詞数 採用度 辞書・版 収録語数 感動詞数 採用度
新選１ 70,000 133（0.19） 15.2 学現新５ 75,600 198（0.26） 15.6
旺文社１ 75,000  78（0.10） 17.3 現国例４ 69,000 160（0.23） 16.1
三省堂１ 57,000 119（0.21） 16.4 明鏡２ 70,000 187（0.27） 15.7
岩波１ 57,000  72（0.13） 19.3 小日新１ 63,000 163（0.26） 16.4
講談社１ 72,000 147（0.20） 16.8 新小辞５ 55,000  89（0.16） 18.7
新明解１ 69,885 186（0.27） 14.9 デイリ５ 73,500 272（0.37） 12.0
新選９ 90,320 217（0.24） 13.4 学現標２ 50,000 118（0.24） 19.3
旺文社11 83,500 168（0.20） 13.4 例解新８ 58,000 114（0.20） 18.5
三省堂７ 82,000 377（0.46） 7.8 旺標国７ 47,000 108（0.23） 19.4
岩波７新 65,000  98（0.15） 18.1 ベネ新２ 47,000  95（0.20） 19.3
講談社３ 76,000 166（0.22） 16.8 例解学９ 35,000  52（0.15） 21.7
新明解７ 77,500 216（0.28） 13.8 学習新４ 35,000  76（0.22） 20.0
三現新４ 74,000 184（0.25） 15.4 三例小５ 34,000  60（0.18） 21.5














































































































































































































































































































































1895 1901 1909 1917 1925 計
つ 0（0） 　0（0）  7（6）  6（5）  8（7）  21（18）
ツ 7（3） 111（97） 50（39） 23（11） 66（46） 257（196）















あっ 0 1 2 8 4 10 25
えいっ 0 0 0 0 2 0 2
えっ 0 0 0 1 1 0 2
きゃっ 0 0 1 0 1 1 3
しっ 0 0 0 0 0 1 1
しっしっ 0 0 0 1 1 0 2
それっ 0 0 0 2 1 1 4
はっ 0 0 0 2 2 0 4
わっ 0 0 0 0 0 1 1















































































































































































16．長崎版日葡辞書の Oxford 大学 Bodleian 
Library 所蔵本（『日葡辞書』、勉誠社、1973）
を確認した。
17．語釈は土井忠生・森田武・長南実編訳『邦
訳日葡辞書』（岩波書店、1980）による。
18．小松英雄『日本語の世界７　日本語の音韻』
（中央公論社、1981）、pp. 198-199の記述を
参考にした。
19．笹野堅編『古本能狂言集　一』（岩波書店、
1943）を確認する（p. 280）とともに、本書
を底本とする大塚光信編『大蔵虎明能狂言集 
翻刻註解　上巻』（清文堂出版、2006）にな
らい、「（太郎冠者）」「（大名）」と登場人物の
名を入れた。変体仮名は現行の仮名字体に直
し、記号類の表記は省略した。なお、この引
用箇所には「噫」に「アツ」のふりがなを付
した頭書がある。
20．巻第二、十七丁裏。早稲田大学図書館所蔵
（請求記号：リ05. 12563. 1-20）の『太平記』
巻第一～四十（冨春堂、1603。全二十冊）を
確認した。ふりがなは省略した。
21．早稲田大学図書館所蔵（請求記号：ヘ13. 
3474. 1-16）の式亭三馬編・北尾美丸画『浮
世風呂』（美濃屋甚三郎、1810-20）の第一冊、
十一丁表。前編は文化６年（1809）刊の再補
刻である。変体仮名は現行の仮名字体に直し、
ふりがなは省略した。
22．早稲田大学図書館所蔵『浮世風呂』（注21
に同じ）の第二冊、一丁表。くの字点のくり
かえし符号は「 〳 〵」と表記した。
23．巻之四・「武事」より。近藤活版所発行の『嬉
遊笑覧』（1897初版、1903再版）には、「オテ
ツは〔猿楽狂言記〕すまふの処におてつまい
つたおてつかつたぞなどいふことあり（中略）
今狂言のうへにては唯おてとのみいふにて手
とつよくいふ故ツは口にありそれを其儘にう
つし書るなり」（再版、p. 493）とある。ま
た作者の自筆本を底本とする岩波文庫版では、
「○おて、『猿楽狂言記』すまふの処に、『お
てつ、まいつた。おてつ、勝たぞ』などいふ
事あり。（中略）ツは語勢にて、手とつよく
いふ故、ツは口にあり、それを其儘にうつし
書るなり。今、狂言のうへにては、只おてと
いふにて知べし。」（長谷川強ほか校訂『嬉遊
笑覧（二）』、岩波文庫、2004、pp. 336-337。
巻之四は石川了校訂）としている。上記の引
用に際し、変体仮名は現行の仮名字体に直し
た。
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24．国立国会図書館所蔵（請求記号：359-24）
の上田万年・松井簡治『大日本国語辞典』第
一～四巻（金港堂書籍、1915-19）を確認した。
25．国立国会図書館所蔵（請求記号：R813. 
1-D19ウ）の『大辞典』第一～二十六巻（平
凡社、1935-38）を確認した。
26．国立国会図書館所蔵（請求記号：342-119）
の山田美妙『大辞典』上・下巻（嵩山堂、
1912）を確認した。
27．飛田良文・松井栄一・境田稔信編『明治期
国語辞書大系［普1］語彙』（大空社、1997）
所収の、木村正辞・横山由清総裁『官版語彙』
巻一～十三（編輯寮・文部省編輯局、1871-
84）を確認した。注28の引用も同書による。
28．『官版語彙』巻一、「語彙凡例」、二丁裏。
変体仮名は現行の仮名字体に直した。
29．国立国語研究所編『太陽コーパス　雑誌『太
陽』日本語データベース』（博文館新社、
2005）
30．たとえば「すると旦那は『鮭のカツレツ。』
と仰やいました。」（ビ・エル・フアルジヤン
作・延原謙訳「長篇探偵小説　ハートの九『第
二回』」、1925年７号。『太陽コーパス』の検
索結果からそのまま引用した）のようなもの
は用例からのぞいている。
31．感動詞か否かの判断は、その語末促音語形
および「つ・ツ」表記をのぞいた語形（「あ
らツ」に対する「あら」など）がア～オの28
冊の辞書に掲載されているかに基づいたが、
そのほかにも「オホヽヽヽツ、ひーつ」など
の笑い声や悲鳴なども用例とした。
32．国立国語研究所編『国定読本用語総覧』
1-12（三省堂、1985-97）
33．第１期：『尋常小学読本』（今日イエスシ読
本と俗称）一～八、第２期：『尋常小学読本』
（今日ハタタコ読本と俗称）巻一～十二、第
３期：『尋常小学国語読本』（今日ハナハト読
本と俗称）巻一～十二、第４期：『小学国語
読本』（今日サクラ読本と俗称）巻一～十二、
第５期：『ヨミカタ』一～二　『よみかた』三
～四　『初等科国語』一～八（今日アサヒ読
本と俗称）、第６期：『こくご』一～四　『国語』
第三学年（上下）　第四～六学年（各上中下）
（今日みんないいこ読本と俗称）。『国定読本
用語総覧』１、「解説」、p. 4（書誌情報は注
32を参照）の記述を参考にした。
34．「咄」。他の辞書では「とつ」として見出し
にあがっており、『新選国語辞典』でも第２
版以降は「とつ」となっているため、誤記の
可能性もある。
35．初版は『明解国語辞典　復刻版』（三省堂、
1997）を、改訂版は改訂97版（1963）を確認
した。ア～オの辞書28冊に掲載されていた語
末促音語形21語のみを対象に調査したため、
他にも語末促音語形が収録されている可能性
はある。
　なお、上記のうち、「国立国会図書館所蔵」
と記した資料は、国立国会図書館「近代デジタ
ルライブラリー」http://kindai.ndl.go.jp/、また、
「早稲田大学図書館所蔵」と記した資料は、早
稲田大学図書館「古典籍総合データベース」
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/ に て
閲覧したことを示す。
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　本稿は、語彙・辞書研究会第43回研究発表会
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